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寒くなって参りました。お元気でいらっしゃいますか。 
「奄美から辺野古への埋⽴⽤材調達搬出反対」の署名⽤紙を送ら

せていただきます。ご存じのように今春、政府は奄美⼤島での埋⽴て
⽤材調達に向けた準備作業を始めました。 
 これを受け⼟砂全協は９⽉に顧問の北上⽥毅さんと２名の共同代
表が奄美⼤島の各市町村を訪れて当会の要望を伝えました。10 ⽉に
は⼟砂搬出地に隣接する住⽤町の市集落と⼾⽟集落への聞き取りも
⾏いました。この⼆つは 30 年以上も採⽯による⽣活環境、⼈体など
への被害を受けており、辺野古への搬出が始まれば⼀体どうなるの
か？との切実な不安を⼝にしておられました（署名⽤紙参照）。豊穣
で美しかった住⽤の海は⼟砂の流出によって、⼦どもが泳げない、⿂
介類が採れない海となり、海の専⾨家が「死の海」と評したほどです。 
 沖縄島の外から埋⽴て⽤材を持ちこめば、特定外来⽣物が沖縄島
に持ち込まれるという⽣物多様性条約に反する問題を引き起こすこ
とも懸念されます。 

当会は、2015 年５⽉に「どの故郷にも戦争に使う⼟砂は⼀粒もな
い」を合⾔葉に奄美⼤島で発⾜しました。それは辺野古埋⽴てにいち
早く反対した奄美ならではの問題意識の⾼さがあったからでした。
防衛局は辺野古の埋⽴て⼟砂は⼤型ダンプトラック約 3５0 万台と試
算していますが、今回の奄美⼤島からの搬出計画では「その 3 分の
２に当たる約 250 万台」が調達可能という膨⼤さです。 
 軍事要塞化も進む奄美⼤島に、新たな脅威を持ち込む計画を何と
してもストップさせましょう。辺野古埋め⽴てを⽌めるために署名
へのご協⼒よろしくお願いいたします。 
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